
 

 

資料提供（教育庁） 

令和７年６月 19 日 

県立歴史館 
茨城県遺族連合会と連携協定を締結しました 

（「戦争体験をきく座談会」の実施） 
  

当館では、戦後 80 年を迎え、戦争体験者がますます少なくなっていく状況に対して、茨城県遺

族連合会と協力体制を構築し、お互いの立場から戦争の悲惨さや平和の尊さについて後世に伝え

ていくため、６月７日に連携協定を結びました。同日、その連携協定の一環として話者紹介の協力

を受け、当館主催による「戦争体験をきく座談会」を開催しましたので、下記のとおり情報の提供

をいたします。 

 

記 

 

 【県遺族連合会との連携協定締結式】（別紙１ 当日資料） 

 

１ 日 時  令和７年６月７日（土）11：00～11：30 
 
２ 場 所  県立歴史館 講堂（水戸市緑町２-１-15）  

 

３ 内 容  県遺族会連合会理事長加藤浩一氏と当館   

館長小野寺俊により連携協定書の調印を  

行い、それぞれの役割と協力内容につい   

て確認いたしました。 

 

 【歴史館主催イベント「戦争体験をきく座談会」】 

 

１ 日 時  令和７年６月７日（土）13：30～15：30 
 
２ 場 所  県立歴史館 講堂（同上）  

 

３ 参加者  小学３年生～高校３年生 30 名 
 
４ 話 者  ７名参加（うち４名の方が県遺族連合会から   

のご紹介） 
 

５ 内 容   現在開催中の「くらしの中にあった戦争」展の関連イベントです。子供たち 

       を対象に、戦中や戦後の苦労を体験した方々との座談会を行うことで、戦時中 

のくらしの様子について具体的に学ぶ機会や世代間交流の場を提供することを

目的に実施しました。 

子供たちからは「実際の話が聞けてよかった」「親はだいじな子を守ってく

れてありがとうという気持ちが伝わった」等の感想があり、話者の皆様から

は、座談会形式で心が通じ合っての会話ができたことを評価いただくととも

に、「戦争体験を伝えられてよかった」「もっと子供たちから意見や質問が欲し

かった」との感想をいただきました。 
 
 
 

 

 

▲子供たちに戦争体験を話す話者 

▲協定書を掲げる小野寺館長（左）と

加藤理事長 

 

【本資料についてのお問い合わせ先】 

県立歴史館 管理部教育普及課 根本、長洲 

TEL 029-225-4425  E－mail：daihyou＠rekishikan.museum.ibk.ed.jp 






